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1

ものの燃え方と空気①

ろうそくが燃えるようす

①�⼝がせまい

ものの燃え⽅

空気中の気体

ま と め

・びんの中でものが燃え続けるには,�（     ）が⼊れかわる
必要がある。

②�⼝が広い ③�びんの底にすき間

びんの底のすき間の近くに⽕のついた線⾹を近づけると？

びんの中に（        ）いく。

1%
21%

78%

表：乾燥した空気の組成

　

⼆酸化炭素は０.04%�
⽔蒸気は１〜３%

酸素の発⽣⽅法

　

＋ ＝

　
酸素



2

それぞれの気体の燃えるようす

①�窒素（ちっ素）

ま と め
・酸素には,�（            ）はたらきがある。�
・ちっ素や⼆酸化炭素には（            ）はたら
きがない。�
・ろうそくや⽊などが燃えるには,�酸素が必要である。

②�酸素 ③�⼆酸化炭素

⽔ ⽔ ⽔
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3

ものが燃えるときの空気の変化

ものが燃えるときの空気の変化

ア�燃える前

ものの燃え⽅

空気中の気体

ま と め

・ろうそくや⽊など,�ものが燃えると,�空気中の（    ）の⼀
部が使われて減り,�（         ）が増える。

イ 燃えた後
①�⽯灰⽔を⼊れる

⽯灰⽔⽯灰⽔

②�気体検知管で調べる

燃 前 燃 後

酸素 21% 17%

⼆酸化炭素 0.03% 3%

ア�燃える前 イ 燃えた後

⽔
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4

検知管の使い方

検知管の使い方

ものの燃え⽅

検知管を回してキズをつけ, 折る。

(1)チップホルダで検知管の両はしを折り取る。�
(2)⽮印のない⽅のはしに,�カバーゴムをつける。�
(3)検知管の⽮印を気体採取器に向け,�さしこむ。�
(4)びんなどに検知管を⼊れ,�印を合わせてから,�ハンドルをいっきに引
いて�固定する。そのまま決められた時間待つ。�
(5)検知管を取り外し,�⾊が変わったところの⽬もりを読む。

カバーゴム
⼆酸化炭素⽤検知管

気体採取器 ハンドル

印


